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風致地区に関する申請の手引 

 

１ 風致地区とは  

都市内の自然的な要素に富んだ良好な自然的景観（樹林地や樹木に富んだ土地、

水辺地、農地、その他郷土意識の高い土地）を維持するために定める区域で、都市

計画法で定められた地域地区です。本市では昭和１５年に３地区を指定し、第１種

と第２種に区分しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 許可の対象 【条例第４条１項・３項】 

  風致地区の区域内で、次の行為を行う場合は行為着手の前に許可申請が必要です。 

① 建築物の建築、工作物（以下、工作物等）の建設（※仮設の建築物を含む） 

② 建築物等の色彩の変更 

③ その他行為（宅地の造成、土地の開墾、形質変更、木竹の伐採、土石等の採取・堆積） 

ただし、以下の表に掲げる行為は除きます。 

行為 主な内容 

① 建築物等の建設 

・小規模な建築物（床面積が１０㎡以下かつ高さの限度以下） 

・工事に必要な仮設工作物／地下に設けるもの／消防・水防用の望楼、

警鐘台…等                【条例4条3項4・5・6号】 

② 建築物等の色彩の変更 
・屋根、壁面、煙突、門、塀、橋、鉄塔その他これらに類するもの以外

の色彩変更…等                       【同項7号】 

③ 宅地の造成、土地の開墾等 ・面積が１０㎡以下、高さ１．５ｍ以下の盛土・切土   【同項8号】 

④ 水面の埋め立て・干拓  面積が１０㎡以下のもの                           【同項9号】 

⑤ 木竹の伐採 

・間伐など木竹の保育のために行う伐採             【同項10号】 

・自家の生活の用に充てるために必要な伐採 

・建築等のため必要な測量等のために行う伐採 

・次の木竹の伐採 

→枯れ木竹、危険な木竹、仮植した木竹、施設保守の支障木竹 

⑥ 土石の類の採取 ・面積が１０㎡以下、高さ１．５ｍ以下の盛土・切土   【同項11号】 

⑦ 土石、廃棄物、再生資源の堆積 ・面積が１０㎡以下、高さ１．５ｍ以下のもの         【同項12号】 

⑧ その他 ・非常災害時の応急処置、都市計画事業…など【同項1・2・3・13号】 

風致地区名称 種別 面積(ha) 計(ha) 

松本城址風致地区 
第１種   ８．６ 

１４．４ 
第２種   ５．８ 

城山風致地区 
第１種  ４４．５ 

６６．８ 
第２種  ２２．３ 

浅間風致地区 
第１種 ２４１．２ 

２６２．４ 
第２種  ２１．２ 
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３ 風致地区内の許可基準等 【条例第２条・７条】 

※１10ｍ：市街化調整区域、第1・2種低層住居専用地域／12ｍ:第1・2種中高層住居専用地域／15ｍ：その他の地域 

※２0.5ｍ幅の植栽した空地を設ける場合は除く。 

※３自然景観：城山風致：城山丘陵地 ／ 浅間風致：東 山 

項 目 第1種 第２種 

建
築
物 

建築物の高さ 
新築・増築 ８ｍ以下 １０ｍ～１５ｍ以下※1 

改築 ・改築前の建築物の高さ以下 

建ぺい率 ２／１０以下 ４／１０以下 

壁面の位置 
道路まで ３ｍ以上 ２ｍ以上 

隣地まで １．５ｍ以上 １ｍ以上 

建物の配置 ・既存の樹木を活用できるよう配慮すること。 

形態意匠 ・周辺自然景観、周囲の家並みとの調和に配慮すること。 

工
作
物 

垣、さく等の構造 
・連続した生垣を断絶する工作物は設置しない。 

・１．５ｍ以下（隣地、道路、敷地のどちらか高い方から）※２ 

その他 

位 置 ・出来る限り境界から離すこと。 

規 模 ・最小限の規模とすること。 

意 匠 ・色彩は建築物に準ずる。 

宅
地
造
成
等 

緑地率 

（緑地面積／行為地面積） 

５／１０以上 ３／１０以上 

・市街地から見て自然景観が背景となる場合、建物前面に樹木

を配置する。※３ 

造成 ・造成地及び周辺の木竹の生育に支障を及ぼすおそれが少ない

こと。 

のりを生じる切土

又は盛土の高さ 

面積１ｈa超え ・３ｍ以下 

面積１ｈa以下 ・３ｍを超える場合は適切な植栽を行うこと。 

木
竹
の
伐
採 

伐採可能な樹木 

・建築等の行為のための最小限度の伐採 

・森林の択伐 

・伐採後の成林が確実な1ha以下の区域の皆伐 

・森林以外の区域における木竹の伐採 

土石類の採取 
・採取の方法が露天掘りでなく、かつ、行為地及びその周辺の

風致を損なうおそれが少ないこと。 

屋外における土石、廃棄物、再生資源の堆積 ・行為地及びその周辺の風致を損なうおそれが少ないこと。 

建
築
物
・
工
作
物 

色 彩 

色相 彩度 明度 

０．１Ｒから１０Ｒ ３以下 
市街地から見て、背景

が自然景観となる場合

は低明度とする。※３ 

０．１ＹＲから１０ＹＲ ３以下 

０．１Ｙから１０Ｙ ３以下 

その他 ２以下 
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Ｑ．１ 既存の建物や塀の塗替えに許可申請は必要ですか？ 

Ａ．１ ・申請は必要です。塗替え前に許可申請してください。 

  

Ｑ．２ 建物を建てた後、塀やフェンスを設置する場合も許可申請は必要ですか。 

Ａ．２ ・申請は必要です。高さや色彩、意匠の基準に沿って計画してください。 

 

Ｑ．３ 再生可能エネルギー発電設備を風致地区内に設置することはできますか。 

Ａ．３ 

・建築物の屋根面に設置する場合は設置可能です。※色彩の基準有 

・地面に架台を置いて設置する場合 

木竹の伐採を伴う設備設置は許可になりません。 

木竹の伐採を伴わない設備設置は住民説明が許可条件となります。 

 

Ｑ．４ 宅地造成が行われた分譲地で建築する場合、緑地率の基準は適用されますか？ 

Ａ．４ 

・緑地率の基準は適用されます。 

・宅地造成時に許可を受けた分譲地では、許可条件により、緑地率の基準が異な

る場合があります。詳しくはお問い合わせください。 

 

４ 許可の申請書類等  

  ①②の申請は、正副２部提出してください。（③④⑤の申請は１部提出） 

内容 申請書 備考 

①許可・協議・届出・通知の必要な行為を行う場合 様式第１号 別紙添付書類一覧を参照 

②許可を受けた行為を変更する場合 様式第５号 〃 

③行為を途中で中止した場合 様式第７号 中止時の現況写真を添付 

④相続等により行為を検継承した場合 様式第８号  

⑤工事が完了した場合 様式第９号 着手前と完了後写真を添付※４ 

※４緑化を行う場合は外構工事完了後の写真を完了後写真とします。 

建築物等の施工例 

風致地区Ｑ＆Ａ 



 

 

様式第１号（第２条、第６条、第７条、第８条関係） 

      許可申請 

松本市風致地区内行為    協  議    書        

                        届  出 

                        通  知 

平成○○年○○月○○日 

（あて先） 

松本市長 

住 所 松本市丸の内３番７号 

氏 名 松 本 太 郎     印 

連絡先（電話）○○-○○○○ 

                          法人にあっては、主たる事務所の 

                          所在地、名称及び代表者の氏名  

 

風致地区内において次の行為をしたいので、松本市風致地区条例第４条第１項（第４条第４項・

第５条第２項・第６条第１項）の規定により許可を申請します（協議します・届け出ます・通知

します）。 

風 致 地 区 名 城山風致     地区 種 別 第 ２ 種 

行 為 地 の 所 在 松本市 大字〇〇〇〇〇番地 

行 為 の 種 類 建築物の新築 

行 為 の 期 間 着手日 ○○年〇〇月○○日 完了予定日 ○○年〇〇月○○日 

敷 地 面 積 ５００㎡ 緑地面積  ２５０㎡ 
緑地面積の敷地面積

に対する割合 

５０％ 

木竹の有無及びその

処理方法 

有・無 有の 

場合 

総数   存置    移植    伐採 

  ２０本   １５本    ３本   ２本 

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
関
す
る
こ
と 

建 築 面 積 
申 請 部 分 申請以外の部分 合 計 建築面積の敷地

面積に対する割
合（建ぺい率） 

２０％ 
１００㎡ ０㎡ １００㎡ 

建 築 物 の 用 途 
用途  専用住宅 

建築物の高さ及び
階数 

地盤面から ８．０ｍ    地上  ２階   地下   階 

建築物の外壁又はこれ

に代わる柱の面から敷

地境界線までの距離 

道路までの距離   ３．０ｍ   隣地までの距離 １．５ｍ 

工 作 物 の 種 類 土塀 

工 作 物 の 規 模 高さ   １．０ｍ    延長   ２０ｍ   幅  ０．２ｍ 

色 彩 
屋根    Ｎ５      外壁   １０ＹＲ／２ 
（土塀 10ＹＲ5/2 ） 

土
地
に
関
す
る
こ
と 

行 為 の 面 積     ５００㎡ のりの高さ 切土 １．５ｍ  盛土   ｍ 

堆積物の種類及び
高さ 

種類              高さ       ｍ 

行為後の土地の処
理方法 

  

該当の申請に〇

してください 

有効幅員 

を記入 

造成面積

を記入 

記入例 

地番を記入 

※住所ではありません 

既存樹木の 

有無を記入 

 

マンセル値 

を記入 

緑化を伴う場合は外

構工事完了後の日 



 

 

添付書類一覧 

行為の種類 
図面 

図面の種類 縮尺 図面に明示すべき事項 

建築物等の

新 築 ・ 改

築・増築又

は移転 

位置図 2,500分の１ 縮尺、方位、行為地及び道路その他

の目標となるもの 

敷地求積図  求積を行う上で必要となる距離及び

敷地面積計算表 

現況平面図 500分の１以上 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地に

接する道路の位置及び幅員並びに木

竹の位置、樹種及び本数 

配置図 500分の１以上 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地に

接する道路の位置及び幅員、敷地内

の建築物その他の工作物（以下「建

築物等」という。）の位置並びに建

築物の外壁又はこれに代わる柱の面

から敷地境界線までの距離 

各階平面図

（建築物に

限る。） 

200分の１以上 縮尺、方位及び建築面積計算表 

立面図（建

築 物 に 限

る。） 

200分の１以上 縮尺、建築物の高さ並びに屋根及び

外壁の色彩及び仕上げの仕様 

構造図（工

作 物 に 限

る。） 

200分の１以上 縮尺並びに工作物の高さ、色彩及び

仕上げの仕様 

植栽計画図 500分の１以上 縮尺、方位、木竹の位置、樹種及び

本数並びに緑地面積計算表 

現場写真 全景 2枚程度 

 その他  木竹の伐採を伴わない再生可能エネ

ルギー発電設備を設置する場合（建

築物の屋根の上に設置するものを除

く。）、住民等に対して実施した説

明会の議事録、質疑及び意見への対

応結果を記した書類 

建築物等の

色彩の変更 

位置図 2,500分の１ 縮尺、方位、行為地及び道路その他

の目標となるもの 

配置図 500分の１以上 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地に

接する道路の位置及び敷地内の建築

物等の位置 

立面図 200分の１以上 縮尺並びに屋根及び外壁の色彩及び

仕上げの仕様 

 

 現場写真 全景 2枚程度 



 

 

宅地の造成

等、水面の

埋立て又は

干拓、土石

の類の採取 

位置図 2,500分の１ 縮尺、方位、行為地及び道路その他

の目標となるもの 

敷地求積図  求積を行う上で必要となる距離及び

敷地面積計算表 

   

現況平面図 500分の１以上 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地に

接する道路の位置及び幅員並びに木

竹の位置、樹種及び本数 

 計画平面図 500分の１以上 縮尺、方位、敷地の境界線、土地利

用計画及び行為を行う面積 

断面図 500分の１以上 縮尺、現況及び計画の断面並びに切

土及び盛土ののりの高さ及び保護の

方法 

植栽計画図 500分の１以上 縮尺、方位、木竹の位置、樹種及び

本数並びに緑地面積計算表 

 現場写真 全景 2枚程度 

木竹の伐採 位置図 2,500分の１ 縮尺、方位、行為地及び道路その他

の目標となるもの 

敷地求積図  求積を行う上で必要となる距離及び

敷地面積計算表 

現況平面図 500分の１以上 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地に

接する道路の位置及び幅員並びに木

竹の位置、樹種及び本数 

 

計画平面図 500分の１以上 縮尺、方位、敷地の境界線並びに伐

採及び植栽する木竹の位置、樹種及

び本数 

 現場写真 全景 2枚程度 

屋外におけ

る土石、廃

棄物又は再

生資源の堆

積 

位置図 2,500分の１ 縮尺、方位、行為地及び道路その他

の目標となるもの 

敷地求積図  求積を行う上で必要となる距離及び

敷地面積計算表 

現況平面図 500分の１以上 縮尺、方位、敷地の境界線、敷地に

接する道路の位置及び幅員並びに木

竹の位置、樹種及び本数 

計画平面図 500分の１以上 縮尺、方位、敷地の境界線、堆積物

の位置及び種類並びに行為を行う面

積 

断面図 500分の１以上 縮尺、現況及び計画の断面並びに堆

積物の高さ 

植栽計画図 500分の１以上 縮尺、方位、木竹の位置、樹種及び

本数並びに緑地面積計算表 

 現場写真 全景 2枚程度 

 


